
仏
鼓
と
 
 
 

仏
教
が
わ
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
 
 

欽
明
天
皇
十
三
年
 
（
五
五
二
）
 
で
、
 
 

仏
典
の
読
諦
や
書
写
が
行
わ
れ
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

飛
鳥
時
代
聖
徳
太
子
は
仏
教
を
深
 
 

く
信
仰
し
、
四
天
王
寺
や
法
隆
寺
を
 
 

建
立
す
る
な
ど
仏
教
と
と
も
に
興
隆
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

聖
武
天
皇
 
（
七
二
四
～
七
四
八
）
 
 

も
ま
た
仏
教
を
尊
信
し
て
、
奈
良
東
 
 

大
寺
を
は
じ
め
、
諸
国
に
国
分
寺
を
 
 

建
立
し
、
そ
の
布
教
を
は
か
り
ま
し
 
 

た
。
仏
教
の
伝
来
で
日
本
の
文
化
の
 
 

総
て
が
大
き
く
開
花
し
た
の
で
す
。
 
 
 

書
道
も
遣
唐
便
と
し
て
海
を
渡
っ
 
 

た
仏
教
大
師
（
最
澄
）
、
弘
法
大
師
（
空
 
 

書
落
 
 

海
）
 
等
わ
が
国
の
優
れ
た
留
学
僧
た
 
 

ち
に
よ
っ
て
み
ご
と
に
伝
達
さ
れ
た
 
 

の
で
す
。
 
 
 

わ
が
国
書
道
創
世
期
の
古
筆
の
名
 
 

品
が
今
日
な
お
不
滅
の
光
彩
を
放
っ
 
 

て
い
ま
す
。
 
 

大
同
元
年
（
八
〇
六
）
、
空
海
は
 
 
 

製
筆
の
法
を
授
か
っ
て
唐
か
ら
帰
 
さ
か
な
い
さ
よ
か
わ
 
 
朝
し
、
そ
の
技
術
を
坂
名
井
清
川
 
 
 

に
伝
授
し
て
六
種
の
筆
を
嵯
峨
天
 
 
 

皇
に
奉
献
し
た
。
空
海
伝
来
の
製
 
 
 

筆
法
と
は
巻
筆
の
一
種
で
あ
る
が
、
 
 
 

従
来
の
も
の
に
改
良
を
加
え
た
も
 
 
 

の
で
あ
る
。
 
た
た
け
の
ふ
み
で
 
 

狸
毛
筆
奉
献
上
表
に
は
、
こ
の
 
 
 

製
筆
法
は
真
書
、
行
書
、
草
書
、
 
 
 

写
書
に
よ
っ
て
、
ま
た
大
小
、
長
 
 
 

短
、
強
弱
に
よ
っ
て
毛
の
取
捨
が
 
 
 

あ
る
こ
と
を
い
い
、
毛
の
選
び
方
、
 
 
 

紙
を
巻
く
時
の
要
領
が
あ
る
こ
と
 
 
 

が
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 

熊
野
町
史
通
史
編
六
八
八
貢
 
 

「
空
海
に
よ
る
筆
の
改
良
」
 
 

現
在
、
滋
賀
県
藤
野
雲
平
氏
に
伝
 
 

わ
る
大
師
流
製
筆
は
、
雀
頭
筆
に
比
 
 

較
し
て
著
し
く
穂
が
長
く
、
筆
柱
に
 
 

首
藤
攻
鋤
婚
章
一
 

了
浄
舟
列
席
舟
増
京
風
 
 

東
亜
乱
祓
求
愛
趣
 
 

村
空
耳
億
思
牒
尊
属
眉
慮
 
 

や
頻
せ
卑
界
－
奥
底
書
養
首
長
 
 
 

ユ
 
 
 

掛
丸
象
恩
赦
脾
居
島
 
 

紙
を
巻
い
て
穂
の
形
を
整
え
、
す
ぐ
 
 

に
上
毛
を
か
け
る
と
い
う
簡
単
な
方
 
 

法
で
、
こ
れ
は
一
方
で
巻
筆
の
特
長
 
 

を
失
わ
ず
、
し
か
も
含
量
量
を
多
く
 
 

し
、
大
字
小
字
に
兼
用
す
る
こ
と
の
 
 

出
来
る
製
筆
法
で
す
。
 
 
 

こ
の
時
代
の
書
道
は
唐
様
が
多
く
 
 

学
ば
れ
、
特
に
王
叢
之
の
香
が
最
も
 
 

珍
重
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
東
大
寺
献
 
 

物
帖
に
王
義
之
の
「
書
法
二
十
巻
」
 

が
あ
り
ま
す
。
 
 

乳
熟
思
畏
 
 
 

．
‥
＝
」
 
 

弘法大師事  
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